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要 旨:

William Faulkner's Intruder in the Dust(1948)dramatizes Chick Mallison's process of constructing his white identity through

his relation to Lucas Beauchamp, an old black farmer wrongly arrested of murdering a white lumberjack, Vinson Gowrie.

Uncovering the evidence that proves Lucas' innocence, Chick finds himself torn between two conflicting ideas about the South:

while refusing to bear the racial injustice and brutality of the segregated South, he envisions the cultural "homogeneity" of white

Southerners that must be defended from the interference of the federal government. Chick's ambivalence toward his white cultural

heritage is grounded in the national discourse of post-World War II America, in which the South was no longer considered

exceptional but rather integrated into the nation-state. The changing situation of the South in the late 1940s coincides with the period

in which Faulkner gained a national reputation and consciously assumed the role of a spokesman for the white South. This essay

argues that the novel illustrates the self-image of white Southerners as the defenders of regional autonomy against the national

trends toward greater racial equality, reflecting Faulkner's growing awareness of his own identity as a white Southern writer.
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『響きと怒り (������������������)』 (1929年) から 『アブサロム､ アブサロム！ (����������������)』 (1936年) までを ｢習作期｣､ それから 『行け､ モーセ (������������)』 (1942年) ま
でを ｢中期｣､ そして､ 第二次世界大戦後から最後の小説となる 『自動車泥棒 ある回想 (������������������������)』 (1962年) までを ｢後期｣ と位置付けている (102)｡ ｢中期｣ から ｢後期｣

の転換期にマルカム・カウリー (������������) の編集による 『ポータブル・フォークナー (�������������������)』 (1946年) が出版されたことは､ フォークナー文学の再評価と1949年のノーベル
文学賞受賞へとつながった｡ そして､ 受賞の前年に出版された 『墓地への侵入者』 は､ 彼がアメリカ

文学の主要作家として再認識されるようになってから最初に執筆した長編小説である｡ この再評価の

流れに乗じたランダムハウス社は､ 編集者ベネット・サーフ (����������) の尽力により､ 出版２か
月前にメトロ・ゴールドウィン・メイヤー社 (���) に５万ドルで映画化の契約を結ぶなど周到な
宣伝戦略を繰り広げ､ 普及版で１万5000部を超える好調な売り上げを記録した (��������������)｡
作品は数多くの主要な雑誌や新聞でおおむね好意的に取り上げられており､ これら一連の書評は､ フォー

クナー作品をアメリカ文学のキャノンとして位置づけようとする当時の傾向を示す内容である｡

『ニューヨーカー (������������)』 に書評を寄せたエドマンド・ウィルソン (������������)
は､ フォークナー文学の普遍性を評価しながらも､ 『墓地への侵入者』 が ｢反リンチ法案と民主党に

よる公民権法成立に向けた政策要綱に対する激しい反発を含むものだ｣ (336) と解釈し､ 連邦政府の

リベラルな方針に反して南部民主党員 (����������) が人種隔離政策の撤廃を拒否していた1948年当
時の政治的構図を読み取ろうとする｡ 確かに､ 第二次大戦後に南部が経験した社会状況の変化は南北

戦争後よりも重要な意味を持つものだったと指摘されるように (������)､ ウィルソンの書評は､
フォークナー作品が南部に対する国家的関心の高まりの中で出版されたことを示唆するものである｡

1946年に公民権法制定に向けた委員会設置の大統領令を発布したハリー・Ｓ・トルーマン (�������������) は､ 1948年２月２日にアメリカ史上初めて連邦議会の場で公民権法についての演説を行い､
冷戦構造においてアメリカが公民権を保障することの意義を主張した｡ この動きを警戒したミシシッ

ピ州知事フィールディング・ライト (��������������) は､ 同月12日に州都ジャクソンで開催された
大集会において､ 4000名を超える白人州民を前にして､ 南部諸州の ｢真の白人のジェファソン主義民主党

員 (������������������������������)｣ が一致団結するための集会を開催することを宣言した
(�����������������)｡ ウィルソンは､ 『墓地への侵入者』 が明らかに1948年頃の設定になっており､
当時の南部で紛糾していた政治的問題についてのフォークナーの ｢公的なメッセージ｣ の要素を含ん

でいると指摘する (335-36)｡ 作品の構想そのものは1940年にランダムハウスの編集者ロバート･Ｋ･ハー

ス (������������) に宛てた手紙の中ですでに示されているため (������������������)､ 時代背景
は1930年代を想定していたとも考えられるが､ 作品執筆中の1948年の冬から春にかけてフォークナー

のごく身近で起きていた政治的問題の影響をテクストから読み取ることは可能だろう｡

ライト知事が主張した白人団結の必要性は､ 南部における人種隔離政策と白人優越主義に介入しつ

つあった連邦政府に対する南部白人の強い反発を示すものである｡ 南部の人種主義について､ 第二次

世界大戦までは南部白人に委ねられた地域の問題として連邦政府が過度な干渉をすることはなかった

が､ 公民権が連邦政府の重要政策になった大戦後になると､ 国家として解決すべき緊急の問題へと変

化していった (��������)｡ なぜなら､ 前述のトルーマンの議会演説で明示されるように､ 公民権は
冷戦構造における自由なアメリカという立場を確立するための外交政策の一環として重要視されてい
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たからである (���������)｡ ｢真の白人のジェファソン主義民主党員｣ というライト知事の言葉が示
すように､ 南部が同時代のアメリカ国家の政治状況と不可分な問題として扱われるようになったこと

により､ 南部白人たちは彼らの文化的アイデンティティを強く認識し､ 国家に向けて主張するように

なったのである｡ 『墓地への侵入者』 において､ ルーカスの事件に対するチックやスティーヴンズの

関わりについて考えるためには､ 南部白人性が黒人存在との関係において地域的に規定されるだけで

はなく､ 国家的言説の中でも自己規定を求められつつあった時代背景を念頭に置く必要がある｡

そこで本稿では､ 『墓地への侵入者』 が南部白人性をアメリカ国家的コンテクストにおいて位置づ

けようとする作品だという前提に立ち､ チック・マリソンの南部白人としての自己意識が構築される

過程について分析し､ これが作品出版当時のフォークナーを取り巻く状況といかに結びつくのかを考

えてみたい｡ はじめに､ 出版翌年にミシシッピ州オクスフォードでロケーション撮影された映画版に

ついて､ この映画が人種隔離政策の南部という当時の社会言説と共振しており､ 国家的認知を得た南

部作家としてのフォークナーの立場にも少なからず影響を与えた点について論じる｡ 次に､ 作品の冒

頭で描かれる兎狩りの場面において､ 大農園制度下における人種規範を無意識に吸収してきた12歳の

チックが､ ルーカスとの対面によって ｢恥辱｣ という否定的な感情を抱くことで白人としての自己に

目覚めるまでを考察する｡ 最後に､ ルーカスの事件への関与を深めていくチックが､ アメリカにおけ

る特殊な地域としての南部を ｢一枚の地図｣ として想像しながら､ 南部白人としての文化的アイデン

ティティを認識する過程を�りたい｡������������ �������������������
クラレンス・ブラウン (�������������) 監督による映画版 『墓地への侵入者』 は､ 1949年の３月

から４月にかけて撮影され､ フォークナー自身も撮影場所や脚本に関する助言を通じて関わっている

(��������������)｡ 第二次大戦後のハリウッドでは社会問題をリアリズム的手法で描くジャンルが主
流のひとつであり､ この流れの中で南部の諸問題を主題化した作品も制作されていた (��������)｡
『墓地への侵入者』 と同年に封切られたエリア・カザン (���������) 監督の 『ピンキー (�����)』 は､
南部の人種隔離政策を扱った代表的な作品である｡ 南北戦争以前の時代への郷愁を誘うメロドラマの

中で描かれるロマンティックな空間ではなく､ 社会問題を映し出すリアリティに満ちた場所としての

南部を演出しようとするハリウッドの流れは､ 南部を国家的問題としてとらえつつあった1940年代ア

メリカの社会・政治的言説を反映している｡ 学術書でありながらベストセラーとなった 『アメリカの

ジレンマ (�����������������)』 (1944年) において､ スウェーデン出身の社会学者グンナー・ミュ
ルダール (������������) は､ 南部の人種隔離政策を ｢すべての人間にとっての基本的な平等｣ が

保証されたリベラルな国家的文化を損なうものだとし､ ｢保守的な南部白人はアメリカ的信条に基づ

く平等のための改革に屈することになる｣ と述べた (1015)｡ ラリー・Ｊ・グリフィン (��������������) が指摘するように､ 特定の地域そのものが社会問題として長期間に渡って大衆間で共有され
てきたのは南部の他に例を見ない (14)｡ 『墓地への侵入者』 の映画化には､ 当時の言説において構築

された南部に対するイメージが影を落としているのである｡

オクスフォードの広場のロングショットから始まる映画版は､ 教会と会衆､ 床屋と客たち､ そして

広場に集まる人々の様子をモンタージュ的に映し出すという当時のハリウッドで見られたドキュメン
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タリー的手法が採用されている (��������)｡ また､ ほぼすべての場面をオクスフォードでのロケー
ション撮影とし､ 南部出身の役者や地元住民を登場させるなど (��������)､ この映画には南部の現
実を映し出そうとするブラウンの意図が見て取れる｡ ブラウンは､ 『オクスフォード・イーグル (��������������)』 紙のインタビューにおいて､ 地元での撮影によって､ ｢人種関係と人種問題に対する
アメリカ南部の真の視点を国家全体へ送り出す｣ 映画にしたいと述べている (�����������)｡ また､
マサチューセッツ州で生まれながらテネシー州とジョージア州で育ったブラウンは､ 少年時代にアト

ランタで起きた人種暴動で白人群衆による暴力の犠牲になる黒人たちを目撃しており､ この経験によっ

て映画化を決意したと語っている (��������)｡ よって映画版は､ 原作者フォークナーと同じく南
部白人としてのブラウンの自己意識と経験が投影されたものだと言える｡

『墓地への侵入者』 の執筆と映画化に際してフォークナーが直面した状況は､ 第６章において真犯

人を探し出すためにガウリー (������) 家の墓堀りをするチックの内的独白から推察することができ
る｡ チックは､ ｢そこで育ってきた彼もその一員である郡の白人たちの基盤となるところから､ 衝撃

的で恥ずべきことをギラギラとした白日のもとにさらした責任が彼自身にあるように思えた｣２ が､

フォークナーは､ 故郷での人種隔離政策に白人住民である彼自身が加担しているという厳然たる現実

に直面したのである｡ ���による約７週にわたる撮影の間､ クルーとキャストたちはオクスフォー
ドに宿泊していたが､ そのうち黒人たちは白人が宿泊する場所には滞在を許されなかった｡ これはルー

カス役を演じたプエルトリコ出身の俳優ジュアーノ・ヘルナンデス (��������������) も例外ではな
く､ 彼は黒人葬儀屋のＧ・Ｗ・バンクヘッド (������������) の家へと案内されたのである
(�����������)｡ そして､ 映画関係者のためのパーティを企画したフォークナーは､ ロワン・オーク
邸にヘルナンデスを招待しないという判断を余儀なくされた (�����������)｡ パーティの礼儀として
はヘルナンデスのホストであるバンクヘッド家も招待するはずだが､ 地元の黒人一家が白人の主催す

るパーティに参加することはオクスフォードの人種規範に反する行為だと見なされたからである｡

チャールズ・ハノン (�������������) は､ ハリウッドの映画関係者による外部からの視点は､ オ
クスフォードに浸透する ｢白人特権という日常的な幻想｣ を浮かび上がらせることになったと述べる

(137)｡ つまり､ 南部の町の日常を映像化するロケーション撮影は､ そこに住む白人たちが維持する

特権的自己を顕在化するきっかけをつくったのである｡ これはフォークナーについても言えることで

あり､ ルーカスを通してフィクション化する南部黒人の苦境は､ この役を演じるヘルナンデスに対す

る彼自身の扱いによってアクチュアルに再現されているのである｡ つまり､ 同時代の南部白人社会の

不正を暴きだすフィクションを世に送り出すフォークナーであっても､ 南部の日常においては人種規

範に従わざるを得ないという厳然たる現実があった｡ スティーヴンズは南部白人だけが ｢アメリカ合

衆国の中で同質の民族 (������������������) なのだ｣ (150) と語るが､ この ｢同質性

(�����������)｣ をフォークナー自身も共有していることがルーカス／ヘルナンデスという虚構と現
実の合わせ鏡によって映し出されるのである｡���������� ������������
『墓地への侵入者』 は､ ルーカス逮捕の知らせを受けて留置所のある広場にやって来たチックが､

彼と初めて会った４年前の初冬の出来事について思い返すところから始まる｡ 第１章で描かれるこの

永 尾 悟122



回想は､ 黒人存在を通して南部白人としての自己が形成されることを､ 12歳のチックが初めて認識す

る原風景である｡ 伯父スティーヴンズの大学時代の友人ロス・エドマンズ (�����������) の誘い
で兎狩りに出かけたチックは､ 丸木橋から足を滑らせて氷の張ったナイン・マイル支流に落ちるが､

そのときに彼を家に迎え入れ､ ずぶ濡れになった服をストーブで乾かし､ 温かい夕食を提供したのが

ルーカスである｡ ラルフ・エリスン (������������) は ｢影と行為 (������������)｣ において､ こ
の川の ｢白くて割れやすい卵の殻のような氷は､ チックが受け継いだ世界観､ とりわけ南部人である

彼の黒人観を象徴するものだ｣ (273) と述べる｡ エリスンが指摘するように､ 薄氷が音を立てて割れ

る瞬間は､ チックがこれまでごく自然に受け入れていた黒人観に亀裂が入り､ 南部で歴史的に構築さ

れてきた白人の黒人に対する依存関係を可視化させている｡

家族と離れて兎狩りに出かけるというチックの経験は､ 白人としての日常性の中に潜在する心地よ

さに危機感をもたらすものである｡ 落下した川の土手を�い上がった彼は､ ルーカスが ｢肩に斧を担
ぎ､ 羊皮の裏地のついた重厚な外套を着て､ かつて祖父が持っていたような､ 色褪せたつば広のフェ

ルト帽をかぶって・・・自分をじっと見つめている｣ 姿を目にして､ 丸木橋までの道のりを共に歩い

てきたにもかかわらず､ ｢確かにそのときが彼に会った最初だったのだ｣ (６) と感じる｡ それ以前の

チックは､ 年老いたルーカスを ｢エドマンズのボーイ｣ と呼び､ 黒人少年アレック・サンダー (�����������) と同等の存在とみなしている｡ このような視点は年長者から受け継がれる南部白人の伝統で
あり､ たとえば白人たちが狩猟に出かけるとき､ 黒人の同行者たちは猟犬と同じ役割をするものとし

て位置付けられる｡ スティーヴンズと狩猟の計画について話すエドマンズは､ アレックについて ｢そ

いつも兎を追えるのかい？｣ (４) と冗談めかして言い､ チックもルーカスが連れた猟犬を見ながら

｢黒人が騾馬に対して持つといわれる相性｣ (５) を見出している｡ このように､ 大農園制度下で構築

された黒人像を共有するチックは､ 川から助け上げられたときに ｢黒人の皮膚の内側にあるその顔｣

(６) に気づき､ ルーカスという黒人存在について思いをめぐらせることになる｡

川に落ちたチックに向けてアレックが長い棒を差し出したとき､ ルーカスは､ ｢その棒を引っ込め

るんだ､ そうすればちゃんと抜け出せるからな｣ (６) と言い､ チックに自力でその場を切り抜ける

よう助言する｡ ｢助けるための唯一のしるし｣ (７) である棒を奪われる場面は､ ステファニー・リー

(�����������) が述べるように､ チックにとっての ｢白人性の指標｣ であったアレックの黒人性が切

り離されることを象徴的に示している (106)｡ つまり､ この幼なじみの存在が彼の日常の一部として

心地よさを与えているという無意識に受容していた前提が､ この ｢しるし｣ を無くすことによって初

めて意識化されるのである｡ 人種的他者を切り離した自己認識は､ フォークナー作品において繰り返

し描かれる白人少年の通過儀礼であり､ 『行け､モーセ』 の中編 ｢火と暖炉 (�������������������)｣
でのロス・エドマンズの経験にも見られる｡ ルーカスの息子ヘンリー (�����) と同じ環境で育てら
れたロスは､ ７歳のとき突然ビーチャム一家と寝食を共にすることを拒絶し､ 母親のいないエドマン

ズの屋敷で生活したいと主張するようになる｡ 幼いロスと黒人の乳兄弟ヘンリーにとって､ エドマン

ズ家とビーチャム家は ｢交換可能な｣ 共有の空間であったが (���������������)､ ロス少年がそ
の空間を線引きしたときに彼の特権的な白人意識が形成される｡ このときの決断は､ ｢ただの地理的

な偶然に基づき､ 勇気と名誉からではなく､ 誤りと恥辱から生じる､ かつての高慢な先祖たちの誇り｣

に起因していたことを､ ロスはのちに理解することになる (���������������)｡ 黒人と同じ環境
で生まれ育ったことに対して感じる ｢誤りと恥辱｣ は､ 黒人性と結びつく自己への耐え難さに他なら
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ない｡ このように､ 人種的他者を排除するときに生じる自己否定の感情が､ 南部白人意識の構築にお

ける根源的な要素であることをフォークナーは描き出すのである｡３

ロスが感じる ｢誤りと恥辱｣ は､ ルーカスによる食事の施しを受けたチックも経験する感情である｡

ストーブで濡れた服を乾かしてもらい､ ルーカスが食べるはずだった ｢ニガーの食べ物｣ を提供され

たチックは､ ポケットにあった所持金70セントをモリーに渡す｡ しかし､ それを妻から受け取ったルー

カスから ｢これは何のためのものだね？｣ (15) と問われながら､ 硬貨の受け取りを拒否されるので

ある｡ ルーカスのもてなしは､ 南部の伝統的価値観から決して逸脱するものではなく､ 大農園制度内

では白人の子どもの世話は黒人としての義務の一部だとみなされていた (��������)｡ この義務は黒
人奴隷が大農園主の家族生活に深く関わることに起因するものであったが､ 人種関係が大農園制度に

よって保障されない時代に生まれたチックは､ 白人の優越性を具象化するためのコインを必要とする

のである｡ さらに､ チックがのちに回想するように､ コインは彼の ｢男らしさと白人の血を再肯定す

るもの｣ (26) であり､ 黒人に対する優位的なふるまいが南部白人の父権的価値観を継承することだ

と考えるのである｡ そして､ ルーカスに突き返された硬貨は､ ｢あの黒人､ あの部屋､ あの瞬間､ あ

の日そのもの｣ の象徴として巨大化し (21)､ ｢恥辱｣ と ｢苦悶｣ を喚起する記憶となってチックの心

を支配し続ける (26)｡ ｢火と暖炉｣ におけるロスと同様に､ チックは黒人存在を通して感じる ｢恥辱｣

によって白人としての自己認識を得ており､ この自己否定の感情を克服することが彼にとって南部白

人男性としての再定義へとつながるのである｡

チックの白人意識の目覚めは､ これまで自然なものとして受容していた人種にまつわる世界観への

新たな視点を生み出す｡ このことは､ 彼がビーチャム家のパッチワークの掛布団に包まったときの

｢黒人の匂い｣ に対する違和感として表現されている｡ ｢深く考えたり､ 推測をしたりすることはなかっ

た｣ この匂いが､ ｢人種特有の匂いというわけではなく｣､ 白人が作り出す ｢観念｣ や ｢信仰｣ のよう

なもので､ ｢逃れられぬ過去の一部｣､ ｢南部人として彼が受け継いだ遺産｣ だと実感する (12)｡ つま

り､ 身体的要素によって人種を規定する本質主義が白人による文化的構築であることを､ 匂いに対す

る違和感によって初めて意識化するのである｡４ さらにチックは､ ルーカスの中に彼の祖父とのつな

がりを見出し､ ｢おじいさんと同じように､ 子供から逆らわれたり､ 貶されたりするなど思いもよら

ない｣ (７) 雰囲気から､ 父権的な支配関係を想像するのである｡ そして､ ｢ゴム長靴と色褪せたオー

バーオールという黒人らしい格好をした｣ (12) ルーカスが､ 祖父が所有していたような金の爪楊枝

と高価な手縫いのビーバー・ハットを持っていることに気づき､ ｢黒人の肌の色だが鼻筋が通った｣

｢その顔の奥から見えるものは黒でも白でもない｣ (12) と感じる｡ ルーカスとの関係を通して得られ

るチックの新たな認識は､ 南部白人の特権的自己が人種的他者への依存によって成り立つことを示す

ものであり､ 身近な黒人存在であるアレックとの関係においては気づくことはなかった｡

白人男性中心の伝統的娯楽としての狩猟の経験は､ 12歳のチックにとって ｢恥辱｣ という自己否定

の感情を通して白人としての人種意識を得るための通過儀礼となる｡ この経験によって彼が学ぶのは､

ルーカスに対して地域の白人たちが持っていた共通認識､ つまり､ ｢まずあいつをニガーにしなけれ

ばならない｡ あいつは自分がニガーだということを認めなければならない｡ そうすればたぶん我々は

やつを受け入れられるのだ｣ (18) という考えである｡ 白人自ら創造した概念を黒人のふるまいに対

する基準とすることは､ 抑圧された黒人像のうえに白人としての自己投影をするものであるため､ そ

の自己像も歪んだものにならざるをえない｡ エリック・デュセール (�����������) は､ ｢フォークナー
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が常に関心を示すのは､ 黒人という静止した不可解な象徴をめぐってうごめく白人の激情や動揺や苦

悩だ｣ (67) と述べる｡ この指摘は､ チックが町の広場で再会したルーカスに無視されたときの心情

についても言えるだろう｡ ｢３年にわたって､ 起きているときも眠っているときも彼の心をとらえて

いた｣ ルーカスが､ 広場を横切って彼の目の前を通り過ぎたとき､ チックは､ ｢彼は僕を思い出せな

かったのではない｡ 僕のことを知ってさえいなかったのだ｣ と激しい動揺と反発心を覚え､ ルーカス

に対する執着心をより一層強めるのである (25-26)｡ 従って､ その１年後にルーカス逮捕の知らせを

受けたチックは､ この事件の解決に深く関与することによって､ ｢不可解な象徴｣ に対する彼自身の

複雑な感情と再び対峙することになる｡���������������� �������������
ルーカス・ビーチャムの逮捕容疑は､ ジェファソン郊外にある第四郡区

ビート・フォー

で地元の白人材木業者ヴィ

ンソン・ガウリー (������������) を背後から射殺したというものである｡ ルーカスは､ 発砲音を
聞いて駆け付けた人物によって死体のそばに立っているところを目撃されたが､ ヴィンソンが撃たれ

たのは彼が所持する41口径のコルトではないと主張する｡ そして､ 留置所を訪れたチックに対して､

９マイル離れたカレドニア教会の敷地にあるガウリー家の墓を掘り起こして死体の銃痕を確認して欲

しいと言う｡ この依頼を４年前のもてなしに対する借りと ｢恥辱｣ を解消する絶好の機会だとみなし

たチックは､ ｢今が一皿の肉と野菜の支払いをするときなのだ｣ (67) と考える｡ そして夜になるのを

待ってから､ 同齢の黒人アレック・サンダーを伴って70歳の白人老嬢ユーニス・ハバーシャム (���������������) のトラックで第四郡区へと向かい､ 暗闇の中でガウリー家の墓を掘り起こすと､ クロス
マン郡から来た白人材木業者ジェイク・モンゴメリー (��������������) の死体を発見する｡ 翌日
あらためて伯父の車で第四郡区に向かったチックは､ 保安官とともに川床の流砂に埋まっているヴィ

ンソンの死体を見つけ出し､ クローフォード・ガウリー (��������������) が兄弟間のいさかいに
よって弟を射殺したことを知る｡

ルーカスが収容された留置所の外には､ 黒人が白人を殺害するという人種規範を犯した報復として

リンチの危険が待ち受けている｡ 保安官の車で彼が連行されたとき､ ｢南部の小さな町にはどこにで

もいるような男たち｣ がどこからともなく集まり､ 誰かに�動されることもなく静かに ｢留置所の柵
の横にある歩道をふさいで立っている｣ (42)｡ 白人群衆を目撃したチックに対して､ スティーヴンズ

は､ ルーカスが ｢頭にきて白人を殺した｣ ことは ｢すべての黒人がやりたがっていること｣ であり､

｢今度は白人が彼を引きずり出して焼き殺す｣ のが ｢習慣的で秩序だったこと (��������������������)｣
だという白人側の論理を説明し､ さらに､ ｢ニガーはニガーらしくふるまい､ 白人は白人らしくふる

まうのが暗黙のうちに守られるルール｣ だと語る (48)｡ つまり､ ヨクナパトーファ郡の白人たちが

共有する考えは､ 彼らの優越性を脅かそうとする黒人の潜在的欲望は邪悪であり､ その欲望を制御す

る手段としての暴力が正当化されるというものである｡ 歴史家エイミー・ルイーズ・ウッド (�������������) によると､ リンチは､ 黒人の犯罪に対する衝動的な制裁として秘密裏に行われるだけ
ではなく､ 白人による道徳性や秩序を示すために多くの ｢証人たち｣ を前にして公開される儀式的側

面もあった (４�８)｡ さらに､ ｢証人たち｣ の中には白人の子どもたちも含まれており､ 白人優越主
義の伝統を若い世代に ｢教育する｣ 場としても機能していた (������������)｡ 作中ではルーカスに
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対するリンチは実行されないものの､ 広場に集まった白人群衆は､ 留置所を包囲することで町の中心

的な空間を占拠している｡ 黒人住民は事件が解決するまでずっと家に閉じこもって町には姿を見せな

いため､ 白人群衆の存在は､ 地域内で歴史的に維持してきたカラーラインを再確認するための圧力と

して作用する｡

ガウリー家の墓を掘り起こすチックの本来の動機は､ 黒人のもてなしに対する借りを返すことで彼

自身の ｢恥辱｣ と劣等感を乗り越えることであったが､ ルーカスの事件への関与を深める中で､ 彼の

｢恥辱｣ の対象は黒人の救済にまつわる白人としての�藤へと変化する｡ 月曜日の朝になってガウリー
家の墓をもう一度確認するために学校を休みたいとミセス・マリソン (������������) に言うチック
は､ ２年前に急遽決まったフットボールの市外遠征について切り出したときの ｢怒りと恥辱が入り混

じった感情｣ (121) を想起する｡ レギュラー選手として試合に出場できるという正当な理由を母親に

伝えられない自分自身を ｢恥じていることへの恥辱｣ (121) を感じたように､ ルーカスを ｢恥ずべき

暴力による死｣ (70) から救うという目的を言い出せない苛立ちを覚えるのである｡ この場に同席し

たスティーヴンズは､ ｢市民の義務とか純粋に正義のためとか人道的な目的とか人の命を救うため｣

といった ｢合理的な理由｣ では母親を簡単に納得させられないだろうと考えるように､ チックが乗り

越えるべき問題は､ 黒人の人間性を認めるという道義性を家族に対して説明しようとする彼の意思を

貫くことである｡ 従って､ 母親の制止を振り切って外出しようとするときに ｢驚愕した､ 信じられな

いほどの憤り｣ (124) を感じるのは､ 白人の伝統的価値観を継承する家族の存在がチックにとって大

きな障壁になるからである｡

家族からの自立の歩みを始めたチックは､ ヨクナパトーファ郡や南部全体という広い地理的コンテ

クストで自らの立ち位置をとらえ直そうとする｡ この過程で彼に付きまとうのは､ 黒人存在を周縁化

する人種規範を築いてきた白人南部全体に対する ｢恥辱｣ と自己責任の意識である｡ ルーカスが収容

された留置所の前を通るたびに彼は､ そこに集まった物静かな白人群衆が個性や人格を完全に放棄し

て一体化した ｢顔 (�����)｣ を目撃する｡ この ｢顔｣ は ｢ただ動いてはいるが､ 無感覚で､ 思考も

情熱さえもない｣ 不気味さを帯びており (178)､ 彼の目には ｢生まれ育った種族､ 生まれ育った土地､

同じ民族､ 同じ血の人々｣ の総体として認識される (190)｡ つまり､ 黒人に対する暴力を訴える白人

群衆は､ 南部白人としての価値観を受け継いできたチックの人種的帰属意識の投影でもある｡ 南部白

人性を擬人化した ｢顔｣ を前にしたチックは､ 彼らの ｢同質性｣ とのつながりを感じつつも考えや立

場を異にする自己を想定し､ ｢そこで育ってきた彼もその一員である郡の白人たちの基盤となるとこ

ろから､ 衝撃的で恥ずべきことをギラギラとした白日のもとにさらした責任が彼自身にあるように思

えた｣ (135) と考える｡ つまり､ 白人群衆が持つ ｢同質性｣ への帰属と離反という�藤の中で南部白
人としての彼の立場を見出しているのである｡

さらにチックの自己認識は､ 作品出版当時のフォークナーを取り巻く環境と同じように､ 白人南部

を同時代のアメリカ国家と対置させることで得られるものである｡ 第７章の冒頭において､ 墓地のあ

る教会を目指して第四郡区に向かうチックは､ 深い緑の密林を超えて北部へと広がっていく車窓から

の景色を ｢ゆっくりと音もなく爆発する一枚の地図｣ だとみなし､ 南部と北部が ｢地理的な場所｣ と

いうよりも ｢情緒的な理念｣ によって区切られていると考える (148-49)｡ そして､ 北部のはるか彼

方から流れ込む川は､ 南北戦争時に南部が ｢血を流して切り離そうとした｣ アメリカという親の ｢へ

その緒｣ であり､ 川によって隔てられた土地に生まれ育った彼自身を､ ｢特定の情熱､ 希望､ 確信､
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特定の考え方と行動様式を持った・・・特定の人種 (������������)｣ だと規定する (148)｡ このよう

にチックは､ アメリカ国家と南部をエディプス的な関係の中でとらえつつ､ 人種隔離という空間支配

によって成り立つ南部白人の文化的アイデンティティを確認するのである｡ 南部文化および文学を国

家的想像力において再配置を試みるリー・アン・ダック (�������������) は､ 南部が地理的枠組
みというよりも文化的概念の表象空間としてアメリカ国家全体でダイナミックに生成された ｢心象地

図 (�����������������)｣ であると指摘する (２)｡ チックの ｢心象地図｣ が映し出すのは､ 彼が

｢恥辱｣ とさえ感じる深刻な人種問題を抱える南部が､ 北部や国家とは異なる文化的独自性を築いて

きた歴史に対する地理的認識である｡

チックが白人南部の ｢心象地図｣ を広げるとき､ 同じ景色を共有するスティーヴンズは､ 南部白人

はアメリカにおける唯一の ｢同質の民族｣ としてその ｢同質性｣ を守る権利と責任があると主張する

(150-51)｡ そして､ ルーカスのような黒人たちを ｢自由にする特権｣ は南部白人が持っており､ 彼ら

の ｢自由｣ は連邦政府による法律や警察の力によって強制されるべきものではないと主張する (150-

51)｡ さらに真犯人が明らかになった第９章においては､ ｢私は北部からも東部からも西部からもサン

ボを守っているのだ｣ と言いながら､ 人種にまつわる ｢不正｣ は ｢南部のもの｣ として ｢自分たちだ

けでそれを償い､ 撤廃していかなければならない｣ と語る (199)｡ 人種問題に国家的介入を拒むスティー

ヴンズの考えは､ フォークナーが1956年に 『ライフ (����)』 誌に寄稿した ｢北部への手紙 (�����������������)｣ において､ アメリカ全体における南部観が単純化された誤解に満ちたものであると述べ
ながら､ 人種隔離政策撤廃を求めるNAACPなどの諸団体の圧力に対して ｢今はゆっくりでいい (����������)｣ と主張した内容と重なるものである (��������������������)｡ さらに同年にＷ・Ｃ・ニー
ル (���������) に宛てた私信には､ 人種問題に対する彼の後ろ向きな姿勢を批判されたことに対し
て､ 南北戦争以来再び ｢我々南部人は､ 生まれ育った土地をニガーだけのために破壊してしまうこと

になるだろう｣ (������������������) と極めて率直に白人南部に対する自己弁護の思いを吐露してい
る｡ フォークナーとスティーヴンズから共通して浮かび上がるのは､ 南北戦争後以来の国家的圧力に

対する危機意識の高まりが､ 人種的他者の存在を通して南部白人としてのアイデンティティを再構築

するための強い原動力になっている点である｡

｢不正は我々のもの､ 南部のもの｣ (199) というスティーヴンズの考えは､ 白人群衆の ｢恥辱を引

き受けるべきならその恥辱を共にしよう｣ (205) という決意としてチックへと受け継がれる｡ つまり

チックは､ 北部や連邦政府に対して南部白人が団結して守るべき ｢同質性｣ を認めながらも､ 黒人に

対する ｢恥ずべき暴力｣ を規範化するヨクナパトーファの白人群衆とは異なる立場を見出そうとする｡

しかし､ 事件の真犯人を突き止めたことを声高に主張することは考えず､ あくまで個人の密かな行い

であることを望んでいる｡ ｢彼が生まれた時代に生きた証を残したい思いはもちろんあった｣ が､ そ

れは ｢無名の人間として情熱的で勇敢で厳粛な行いを実行する｣ だけでよいと考えており (189)､ 南

部白人の ｢同質性｣ を批判しながらも彼自身の立場の正しさを表明することはない｡ 第10章でルーカ

スの待つ留置所に向かう彼は､ ｢暗くなって誰もいない町の広場｣ を役者がそろう前の ｢幕間の舞台｣

だとみなし､ 自らを ｢最終幕の重要な役割を果たすべく歩いていき､ ポーズをとろうとする｣ 直前の

｢俳優｣ だと想像する (206-07)｡ ｢主役ではないけれども､ 劇の幕引きをするのは少なくとも自分の

役目｣ だと考えるように (207)､ 黒人の命を救うためのチックの勇敢な奮闘は､ 匿名の個人による道

徳的行為として自己完結しており､ そこから南部社会における人種関係の変革へとつなげていくとこ
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ろまでには至らない｡

チックが白人南部における不正を強く認識しながらも ｢同質性｣ から逃れられない点は､ ノーベル

文学賞受賞後のフォークナーの立場にも通じる｡ 『オクスフォード・イーグル』 の編集者に宛てた彼

の手紙には､ ｢私自身の立場を恥ずべきものにするような内容を椅子に座って執筆しただけで外国か

ら [ノーベル賞の賞金] ３万ドルを受け取ったことを､ 決して許さないミシシッピの同朋もいるだろ

う｣ と記されている (������������������)｡ つまり､ アメリカを代表する作家として国際的にも認知
されたことで南部白人の自己意識を強めることになり､ その ｢同質性｣ からの逸脱を ｢恥辱｣ とさえ

感じていた彼の�藤が読み取れる｡ この点は､ オクスフォードの人種規範に配慮した彼が､ 黒人役者
ヘルナンデスを映画関係者のパーティに招待しなかったという既述の逸話からもわかるだろう｡ 従っ

て､ 1955年に米国務省による文化政策の一環で長野を訪れた際､ 南部を知るための最初の一冊として

『墓地への侵入者』 を日本の読者に薦めたのは (���������������������)､ この作品が､ 南部社会
とフォークナー自身が白人性の再定義を求められていた時代状況における南部白人作家としての�藤
の記録だからであろう｡ ���
１ 人物名および作品名については､ 初出の際に日本語と英語を併記し､ それ以降は日本語表記のみと

する｡

２ ���������������,�����������������(��������������������)����これ以降､ 作品からの引用はペー
ジ数のみをカッコ内に表記する｡ また､ 引用文の日本語訳はすべて筆者によるものである｡

３ 白人性を法学的見地から論じるイアン・ヘイニー・ロペス (�������������) は､ 白人性がその他
の人種的範疇を否定することによって ｢肯定的な意味｣ を生成する概念だと指摘する (131)｡ チッ

クが ｢恥辱｣ という否定的な感情によって白人としての自己を認識することは､ ロペスが一般化す

る白人意識の構築過程とは逆であり､ 南部白人性に対するフォークナーの多角的視点を裏付けるも

のである｡

４ リチャード・グレイ (�����������) は､ フォークナーの複数の作品において､ 黒人の匂いが南部社
会に流布する人種の先入観を映し出すものだという点を指摘している (212)｡���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

永 尾 悟128



��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� (���������) ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
本研究はMEXT科研費25770108の助成を受けたものである｡
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